
 

 

 

１【言語】アルファベット順に並ぶように，抜けている大文字・小文字を①～⑧に書き

ましょう。[1 点×8] 

A    B   C   D   E    F    G 

a   b    c    d    e    f    g 
 

H    I    J    K   L    M   N 
h    i    j    k    l    m   n 
 

O   P   Q   R   S   T    U 
o    p     q   r    s    t    u 
 

V    W   X   Y    Z 
v    w   x    y    z 

 

２【言語】10から0までカウントダウンをします。抜けている数字を①と②に英語で書

きましょう。                           [1 点×2] 

  Ten, nine,                            , seven, six,  

 

    five, four,                            , two, one, zero ! 

３【言語】日本語に合う英文を線で結びましょう。            [1 点×4] 

 

(1) こんにちは。  ・           ・ Excuse me? 

(2) ありがとう。  ・           ・ No problem. 

(3) すみません。  ・           ・ Thank you. 

(4) 大丈夫です。  ・           ・ Hello. 

 

４【言語】日本語に合う英文になるように,下線に適切な語を書きましょう。 

[1 点×6] 

(1) はじめまして。 

                                                   meet you. 

(2) 私は加藤健です。 

                                    Kato Ken. 

(3) 私はおなかがすいています。 

 I                                                   . 

(4) あなたは疲れていますか。 

                          you                          ? 

(5) （(4)の質問に対して）はい，そうです。 

 Yes,                                    . 

(6) わたしはあつくありません。 

 I                                     hot.
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５【理解】次の文章を読み,あとの問いに答えましょう。         [2 点×4] 

 Ken:  Are you Emma? 

Emma:   Yes, I am.  I’m from Australia. 

 Ken:  Oh, you are from Australia.  Are you from Sydney? 

Emma:   No, I’m not.  I’m from Canberra. 

(1) 文章の内容に合うものには○，合わないものには×を（  ）に書きましょう。 

a) 健はエマと話をしています。             （  ） 

b) 健はシドニーの出身です。              （  ） 

c) エマはシドニーの出身です。             （  ） 

(2) エマはどこの出身ですか。国名と都市名を日本語で書きましょう。 

 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

６【理解】次の文章を読み,あとの問いに答えましょう。         [2 点×4] 

Meiling:  You’re good, Ken. 

 Ken:  Thank you.  I’m hot. 

Meiling:  Really?  Are you thirsty? 

 Ken:  No.  I’m not thirsty.  I’m fine. 

Meiling:  OK.  One more time. 

(1) 文章の内容に合うものには○，合わないものには×を（  ）に書きましょう。 

a) メイリンは天気の話をしています。           （  ） 

b) 健はおこっています。               （  ） 

c) メイリンは健に，もう 1 回やろうよと，誘っています。    （  ） 

(2) メイリンの質問に，健はどう答えていますか。日本語で書きましょう。 

 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

７【表現】会話が成り立つように，適切な文を下のア～オから選びましょう。[2 点×3] 

 Yuka:  Oh, I’m sorry. 

David:       ①      

Are you new here? 

 Yuka:  Yes, I am.       ②      

David:  Hi, Yuka.  I’m David. 

        ③      

 Yuka:  OK, Dave.  Nice to meet you. 

 

① ＿＿＿＿＿  ② ＿＿＿＿＿  ③ ＿＿＿＿＿ 

ア．Thank you. 

イ．No problem. 

ウ．Please call me Dave. 

エ．I’m Yuka. 

オ．Hello, David. 

 

８【表現】次の場面に合う英文を書きましょう。             [4点×2] 

(1) 自分の名前を紹介するとき 

 
 
 

(2) おなかがすいているかどうかを，相手にたずねるとき 
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